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はしカまき

近年ー我が国の貝類養殖はまずまず盛んになり，特に東北や北海道の沿岸

域においてはホタテガイやマガキ等の貝類生産が漁業生産の中で重要な位置

を占めるようになってきている。しかしながら昭和50年代に入ると，ホタテ

ガイ等の貝類の毒化と，毒化した貝を人が食べることによって起こる中毒事

件の発生によって，貝類養殖は出荷規制を余儀なくされる等の重大な問題に

直面するようになってきている O

我が国において実際に発生する重要な貝毒としては，麻庫性貝毒と下痢性

貝毒がある。麻療性貝毒は原因生物が特定されており，因果関係は明瞭であ

るO 一方，下痢性貝毒の原因生物は，渦鞭毛藻に属するプランクトン性の

Dinophysis属と底生性の Prorocentrum属が知られている O 斤 orocent-

rum属に関しては P.limaが分離培養され毒の生産が明らかにされている

が，Dinoph"jTsis 属については培養が何れの種においても成功しておらず9

生物学的な知見は乏しいのが現状である O また現場においても，Dinophysis 

属の発生が見られるのに兵の毒化が起こらなかったり，逆に Dinoph"jTsis属

の発生が見られないのに貝が毒化したりするケースが起きている O このこと

から，下痢性貝毒に関しては発生機構を含めて未だ謎が多い。

近年，Dinophysis 属の有毒種の幾っかについて，光合成を行うと同時に

餌生物の摂食を行う混合栄養性の生物であることがが報告された。本研究に

おいては，下痢性貝毒を保有する未発見の微小生物が海域に生息し，それら

を混合栄養性の Dinophysis属が摂食して，二次的に毒化するという作業仮

説を設定した。この説に拠れば，例えば瀬戸内海等の西日本海域においても

有毒の Dinophysis属が大量に生息するにもかかわらず下痢性貝毒の発生が

殆ど起こらない事等が，合理的に説明可能になる O 本研究では，下痢性貝毒

の発生する海域より多くの微小プランクトンの分離培養を行い，毒の保有を

簡便な ELISA'法を用いてスクリーニングした。また 海水試料をサイズ分

けして，同様に ELISA法により，海水中の微小プランクトン全体の毒の保

有について検討を加えた。本報告書ではそれらの成果について報告する O



研究成果の概要

二枚貝が毒化する下痢性貝毒 (DSP)は，公衆衛生のみならずF 出荷が規

制されることから水産上の大問題でもある。 DSP の原因生物としては渦鞭

毛藻 Dinophysis属の 9種が知られるが，原因藻の発生と貝の毒化が必ずし

も対応せず¥下痢性貝毒の発生機構は不明な点が多い。近年，Dinophysis 

属の数種について餌生物の捕食が報じられたことから，毒成分を含有する何

らかの微小生物を Dinophysis属が摂食して二次的に毒化するという仮説が

立てられる O

ホタテガイの毒化が頻繁な青森県陸奥湾を対象に?青森県水産増殖セン

ターの協力で，海水試料(表層水と20m層の海水)を入手した。マイクロプ

レートを用いて限界希釈法により p 微小藻類(ピコプランクトン及びナノプ

ランクトン)を多数分離培養した。得られた分離株についてィ毒保有の有無

を， ELISA法でスクリーニングした。陸奥湾からの分離株 163株について

調べた結果， 4株で陽性反応が得られた。以上から， ELISA法は簡便な

DSP 毒のスクリーニング法であることが判った。陽性の藻株に関しては，

LCMS等によって， DSP毒保有の最終的な確認を将来行う必要がある。

次に，海水中の Dinophysis属の細胞数を計数すると同時にF 海水試料を

孔径 5μmのNucleporefilterを用いて癒過し，櫨液画分中の微小粒子をガ

ラス繊維櫨紙 (GF/F)上に捕集して，同様に ELISA法を用いて DSP毒量

を測定した。その結果 ホタテガイが規制値以上に毒化した時期(公定法の

マウスアッセイによる)の 1週間前からヲまた毒化期間中，及び規制値以下

へと毒レベルが減少した後の暫くの期間に，微小フランクトン粒子商分の中

にDSP毒が検出された。 D.fortii発生と貝の毒化との対応関係は，研究期間

中では良い時と無関係と判断される時があった。他の D.acuminataの場合

は，その発生量とホタテガイの毒化との対応関係が認められなかった。以上

得られた結果から，これまで、 Dinophysis属の計数が現場機関のモニター項

目であったが 海水中のプランクトン粒子を全てフィルター上に捕集し，

ELISA法を用いて DSP毒をモニターする事の有効性が示唆された。
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